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CO2 排出量削減が世界の共通課題として強く認識される中、CO2 排出量の削減と環境・エネル

ギーの中長期的な課題を克服しなければならない。これらの問題を解決するためには、継続的な

技術開発だけでは不十分であり、革新的な技術開発と新しいシステムの導入が必要である。再生

可能エネルギー源などから電力をエネルギー源として用いて、CO2 を基礎化学品などの有用物質

に変換して再利用することは、CO2 削減の一つの方法として期待されている。電気化学的な CO2

削減技術は候補技術であり、CO2を電気化学的に炭化水素やアルコールに還元する Cu 元素を用い

た電極がよく知られている。

近年、CO2還元電気化学による C2+生成のための電極として Cu が注目されており、C2+生成効

率に着目した報告が多い。しかし、運転安定性（触媒の寿命など）も市販装置の性能を決定する

重要な要素である。実用化には長期安定性が不可欠であるが、長期安定性と還元生成物の時間依

存性について検討した研究は少ない。本研究では、再生可能エネルギーで発電した電力を利用し

て、低温・低圧条件下で CO2と H2O から直接 C2H4のような基礎化学品を電気化学的還元法にて、

安定的に生成可能な触媒およびシステム開発を実施している。本報告では、C2H4生成のファラデ

ー効率が 30％で 1000 時間以上安定的に生成した成果について紹介する。

尚、本研究の一部は新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)殿による助成事業「NEDO 先

導研究プログラム／エネルギー・環境新技術先導プログラム／異なる電極活性点を利用した CO2

からの C2 化合物製造技術及びシステムの研究開発」として実施され、得られたものである。
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Figure : System Conceptual Diagram
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